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Abstract
　This research proposes the existence of a equation situation of all except for "kyuuzan", "kyuuho" and "kyuusa" dealing 
with subtraction in elementary school fi rst grade by analyzing the subtracting situation which a child has in infancy. It's 
possible to judge to fi nd a number can be subtracted, even an unknown quantity from the perspective of a 4-year old. 
So I enjoy what perspective a schoolchild has in that situation, that such a equation situation is dealt with by subtraction 
lessons in elementary school, they are actual equation and consider about the state of subtraction lessons in the future in 































One consideration about math subtraction in elementary school judged































































































































































































































































存在したことである。これは，「求残」の図がかけた子ども (86.7％ ) とほとんど差はなく，既習である「求差」













図無答  1 名 /30 名




10名 /30 名 14 名 /30 名
話の順序に従い，場面ごとの図を示す。 線分図的な図で集合に分けている。





図不適 11名 /30 名











図無答  1 名 /30 名







11名 /30 名 8名 /30 名
話の順序に従い，場面ごとの図を示す。 行くときと帰るときの魚を１対１対応さ
せ，対応できなかった魚を示す。
4名 /30 名 2名 /30 名
212
中　川　一　彦
　次に，現行の小学校算数の教科書において，【問題場面Ａ】のような問題場面が初めて登場するのは第２学年である。
このことから，現行の小学校のひき算教育では，【問題場面Ａ】のような問題場面は，第１学年から扱われている「求残」
「求補」「求差」に比べて難しいものとして考えられていることが分かる。しかし，小学２年生への調査の結果，実際に
は【問題場面Ａ】の方が，一般的な「求差」の問題場面に比べて，図を正しくかくことができる児童が多かった。よって，
小学校第１学年で「求差」が扱われるのであれば，【問題場面Ａ】のような問題場面が扱われても難易度的には問題が
ないと考えることができる。現に，子どもたちは【問題場面Ａ】のような問題場面は未習であるにもかかわらず，８割
超の子どもがこの図をかくことができていたということは興味深いことである。このことは，【問題場面Ａ】のような
問題場面が子どもたちにとって日常的であり，子どもたちにとって考えやすい問題場面であることを物語っていると言
える。よって，小学校第１学年のひき算学習において，【問題場面Ａ】のような問題場面を扱うことは十分に可能であり，
「求残」「求補」「求差」とともに，子どものひき算の概念形成を図る一つの手立てになると言えよう。
　そして，【問題場面Ａ】を図示する際に，図を正しくかくことができた小学２年生２５名は，全員がドット図をかい
ており，Ａ児のように魚に番号を付けて考えている様子の子どもは１人も存在しなかった。このことから，小学２年生
は【問題場面Ａ】のような場面において，数を集合数として捉えて考えていることが分かる。これは，小学校第１学年
で算数の学習において，たし算やひき算の指導が集合数を中心に行われていることによるものと考えることができる。
よって，子どもがひき算的な思考をする際，「番号をつけて考える」ことから「集合数を用いて考える」ことへと、発
達段階的に変化していくと言えよう。そこで，もしも，小学校のひき算学習が円滑に進んでいない子どもが存在する場
合には，Ａ児のように番号をつけて考えるようにすることが効果的であると考えることができる。ただし，Ａ児が魚に
番号を付けて考えている思考過程は，Ａ児が日々「ふぐ」を数え続けてきたことによるものであることから，子どもが
幼児期から身近な物の数を数える経験が大切であろう。
２．今後の課題
　本研究の成果は，【問題場面Ａ】のような問題場面が子どもにとって身近であり，小学校第１学年のひき算学習を支
える手立てとなり得るということである。よって，今後の課題は，小学校１年生が【問題場面Ａ】のような問題場面に
ついて実際に思考する様子を探り，その妥当性を検証することである。
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